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資 料 一 覧 



愛 知 県 幼 児 教 育 研 究 協 議 会 開 催 要 綱 
 （趣旨） 
第１条 本県幼児教育に関する諸問題について研究協議するため、愛知県幼児教育研究協議会 
（以下「協議会」という。）を開催する。 
 （研究協議事項） 
第２条 幼児教育に関する基本的事項並びに当面する諸問題について研究協議する。 
２ 協議題については、今日的課題を踏まえて、県教育委員会が提起する。 
 （構成） 
第３条 協議会は、次に掲げる委員をもって構成する。 
 (1) 学識経験者・一般有識者 
 (2) 市町村関係者 
 (3) 幼稚園、保育所、認定こども園等及び学校関係者 
 (4) ＰＴＡ関係者 
 (5) 県関係者 
 （会長及び副会長） 
第４条 協議会に会長及び副会長を置く。 
２ 会長及び副会長は、委員のうちから互選する。 
３ 会長は、協議会の会務を総理する。 
４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、その職務を代理す
る。 
 （協議会の招集） 
第５条 協議会は、県教育委員会教育長が招集する。 
 （専門部会） 
第６条 協議会に専門の事項を調査・研究するため、専門部会を置くことができる。 
２ 専門部会は、専門委員をもって構成する。 
３ 専門部会に部会長を置く。 
４ 部会長は、専門委員のうちから互選する。 
５ 専門部会は、県教育委員会教育長が招集する。 
 （意見聴取） 
第７条 協議会及び専門部会は、必要があると認めたときは、関係者の出席を求めて、その意見を聴
くことができる。 
 （会議の公開） 
第８条 協議会の会議は、公開する。 
 （会議録） 
第９条 協議会は、会議を開いたときは会議録を作成するものとする。 
２ 会議録の保存年限は、５年とする。 
 （庶務） 
第10条 協議会の庶務は、県教育委員会教育部義務教育課において処理する。 
 （雑則） 
第11条 この要綱に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、県教育委員会教育長が定
める。 
 
 
   附 則 
 この要綱は、昭和４７年６月１日から施行する。 
   附 則 
 この要綱は、昭和５２年５月１０日から施行する。 
   附 則 
 この要綱は、平成１２年４月１０日から施行する。 
   附 則 
 この要綱は、平成１３年４月１日から施行する。 
   附 則 
 この要綱は、平成１４年４月１日から施行する。 
   附 則 
 この要綱は、令和２年９月１日から施行する。 
   附 則 
 この要綱は、令和５年４月１日から施行する。 
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愛知県幼児教育研究協議会の傍聴に関する要領 
 
１ 傍聴人の決定 
  会議の傍聴人は、会長が決定する。 
 
２ 傍聴人の人数 
  会議における傍聴人の定員は、１０人とする。 
 
３ 傍聴申込み 
  傍聴を希望する者は、会議傍聴申込書（様式１）により、会長に申し込むものと

する。なお、傍聴の申込みは、会議開催当日、開会予定時刻の３０分前から、会場
の受付にて開始し、会議の開始の１０分前に締め切る。 

 
４ 定員を超えた場合の取扱い 
  締め切り時に、傍聴を希望する者が定員を超えた場合は、傍聴申込書の提出者

のうちから、抽選により定員までの傍聴人を決定する。 
 
５ 会議資料の配付等  

(1) 傍聴人には、当日、会議資料又はその概要を交付する。 
(2) 傍聴人は、会議開会予定時刻までに入室し、本要領を遵守するものとする。 

 
６ 傍聴席に入ることができない者 
  次のいずれかに該当する者は、会場に入ることができないものとする。 

(1) 凶器その他危険物と認められるものを携帯している者 
(2) 酒気を帯びていると認められる者 
(3) 児童及び乳幼児。ただし、引率者があって会長が許可をした場合は、この限り

ではない。 
(4) ラジオ、拡声器、笛の類を携帯している者 
(5) カメラ、ビデオカメラ、ＩＣレコーダー、双眼鏡の類を携帯している者。ただ

し、会長が許可した場合は、この限りではない。 
(6) その他、議事を妨害し、又は他人に迷惑を及ぼすおそれがあると認められる者。 

 
７ 傍聴人の守るべき事項 
  傍聴人は、傍聴席においては、次の事項を守らなければならない。 

(1) みだりに席を離れないこと。 
(2) 帽子、外とう類を着用しないこと。ただし、病気その他の理由により、会長が

許可した場合は、この限りではない。 
(3) 携帯電話及びスマートフォン等については、使用できないように電源を切るか、

マナーモードにしておくこと。 
(4) 飲食しないこと。ただし、健康管理等のための水分補給等はこの限りではない。

また、飲食禁止の会議室等の場合、水分補給等のための一時退室は認める。 
(5) 会場における言論に対し批評を加え、又は可否を表明しないこと。 
(6) 鉢巻き、腕章、たすき、ゼッケンの類を着用し、又は張り紙、旗、垂れ幕を掲

げる等の示威的行為をしないこと。 
(7) 私語し、談論し、拍手し、その他騒ぎ立てないこと。 
(8) その他会議を妨害するような行為をしないこと。 

 
８ 写真、ビデオ等の撮影及び録音の禁止 
  傍聴人は、議事に対する協議等の開始以後においては、傍聴席で写真やビデオ

撮影をし、又は機器等を用いて録音してはならない。ただし、会長が許可した場合
は、この限りではない。 

 
９ 会長の指示 
  会長は、この要領に定めるもののほか、会場の秩序を維持するため必要な指示

を行うことができるものとし、傍聴人がこの要領又は会長の指示に従わないとき
は、当該傍聴者の退場を命ずることができるものとする。 

10  施行年月日 
この要領は、平成３１年２月１日から施行する。 
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令 和 ６ 年 度 愛 知 県 幼 児 教 育 研 究 協 議 会 委 員 名 簿  

選任区分 氏  名 職         名  

学識経験者 

・  

一般有識者 

山 口  雅 史 椙山女学園大学教授 

鈴 木  照 美 保育者養成研究会 会長 

市町村 

関係者 

榊 原  雅 晃 半田市教育委員会教育長 

小 島  治 彦 名古屋市教育委員会義務教育課長 

古田 美津子 名古屋市子ども青少年局保育部担当課長 

鈴木 美奈子 碧南市役所福祉こども部こども課長 

 幼稚園・ 

 保育所及び 

学校関係者 

池田 紀代美 愛知県国公立幼稚園・こども園長会長（名古屋市立第一幼稚園長） 

村 上  芳 枝 愛知県私立幼稚園連盟副会長（ベル豊田幼稚園 統括園長） 

伊 東  世 光 愛知県社会福祉協議会保育部会副部会長（名古屋市 天使保育園長) 

宇都宮 美智子 名古屋民間保育園連盟副会長（名古屋市 中村保育園長) 

上 野  忍 大府市立大東小学校長 

ＰＴＡ 

関係者 

米 倉  基 裕 愛知県国公立幼稚園・こども園ＰＴＡ連絡協議会会長（名古屋市立第一幼稚園） 

加藤 万里子 愛知県私立幼稚園ＰＴＡ連合協議会会長（R6.8～R7総会）(幼保連携型認定こども園保見ヶ丘幼稚園） 

小 島  愛 子 一宮市立葉栗保育園保護者の会会長 

県関係者 
今 宮  裕 司 愛知県福祉局子育て支援課長 

藤 井  徹 愛知県県民文化局学事振興課私学振興室長 

 

事  務  局  名  簿  

事 

務 

局 

氏  名 職       名   

橋本 具征 愛知県教育委員会教育部長  

名古屋市中区 

三の丸 

3-1－2  

(052) 

954-6799 

(ダ イ ヤ ル イ ン ）  

尾本 国博 愛知県教育委員会義務教育課長  

星原 秀晴 愛知県教育委員会義務教育課 担当課長  

稲垣 孝治  愛知県教育委員会義務教育課 課長補佐  

塩野谷 文雄 愛知県教育委員会義務教育課 課長補佐  

後藤 義広  愛知県教育委員会義務教育課 主査  

渡邉 祐子 愛知県教育委員会義務教育課 主査  

西澤 邦雄  愛知県教育委員会特別支援教育課 主査  

加藤 綾子 愛知県総合教育センター基本研修室 主査  

渡辺 久美子 
中井 𠮷美 

愛知県幼児教育コーディネーター 

（敬称略）  
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令和６・７年度愛知県幼児教育研究協議会協議題

多文化の環境で育ち合う幼児教育の在り方

～受け止め合う心を育むための関わりを考える～

<協議題設定の理由>

                                                   

                                                   

幼児教育施設では、外国籍等の子供が多くなってきており、その対応（困り感や課題）が問題となっ

ている。調査対象を公立幼稚園だけでなく私立幼稚園、及び公私立保育所、こども園を含めた愛知県

内に広げ幼児期においての外国籍等の子供の在籍率などの調査や、支援の参考となる資料を集めたい。

言語・文化的に多様な背景をもつ子供がいる環境で、幼児期の子供たちが育ち合える教育を

どのように推進していくべきかを協議する必要がある。

協議題    多文化の環境で育ち合う幼児教育の在り方

  ～受け止め合う心を育むための関わりを考える～

【現状・動向】

〇愛知県内の公立幼稚園を対象とした調査で、外国籍幼児は総

園児数に対して令和５年度が５．６％、令和６年度は７．０％

である。

〇愛知県は外国にルーツをもつ児童生徒が多く、令和５年度愛

知県義務教育問題研究協議会において「外国にルーツをもつ

児童生徒の受入れ・共生のための支援・指導の在り方」につ

いて協議され、リーフレットが作成されて活用が進んでいる。

〇文部科学省の委託研究においても、令和４年度に「外国人幼

児等の受入れに関する研究」の発表がされており、外国籍等

の子供がいる環境の中で幼児教育をどのように行っていくか

についての関心は高い。

【国の提言】

〇令和５年２月中央教育審議会初等中等教育分

科会 幼児教育と小学校教育の架け橋特別委

員会が審議のまとめを公表した。

その中で、「特別な配慮を必要とする子供や

家庭への支援」として、外国籍等の子供に対す

る支援や配慮について現状や課題が挙げられ

ている。幼児教育施設では散在する指導上の

留意事項等の整理をすることや、活用できる

資料、教材の作成等、子供の多様性に配慮した

教育の充実に関する好事例等を収集し、蓄積

して活用することも示されている。

●子供や保護者、園の困り感を

把握する

・言葉の理解

・文化の違い       具体的な場面や

・生育環境や特性 等   姿を捉える

【一年次】県内の状況、課題について全県調査を行い、把握する

〇幼児教育現場における課題や困りごとの把握（（対象県県内の公私立幼稚園、保育所、認定こども園）

 ・一人一人の多様な言語・文化的背景に対応していくにあたり、課題となること。

 ・個の姿に応じてどのように関わり、心のつながりをもった温かな関係をどのように築き、

育んでいくとよいか。

 ・子供の園での学びや保育者の支援の方法を小学校へどのように繋いでいくとよいか。

⇒調査内容について協議を進め、調査実施後、結果の分析をもとに研究課題を絞り込む。

 ＊中間報告県調査結果と分析結果をリーフレットにまとめる

【二年次】調査結果に基づき研究、報告書作成

〇絞り込んだ研究課題について、園又は保育者が参考にして活用できる資料にまとめる

＊課題・困りごとに対しての具体的な取組例、参考にできる事例集を作成

●保育者の援助・支援の在り方について

検討する

・個々に応じた適切な関わり方

・環境の構成

・保護者支援

・関連機関との連携   等

研 究 計 画

研 究 内 容
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令和６年度 愛知県幼児教育研究協議会及び専門部会の開催経過 

 

年 月 日 曜 予定時間 研究協議会 

 

専門部会 

６ ６ ３ 月 

 

10：00～12：00 

自治センター 
６０３会議室 

〈第１回研究協議会〉 
・令和６年度協議題について 

・研究の方向性について 

・専門部会の設置 

・今年度の計画 

 

６ ７ １０ 水 

 
14：00～16：00 

三の丸庁舎 
Ｂ２０３会議室 

 

〈第１回専門部会〉 
・令和６年度協議題の報告 

・第１回研究協議会の報告 

・研究内容について 

・アンケート調査内容（案）

の検討 

・リーフレット構想案の検討 

・第２回部会の予定確認 

６ ９  ４ 水 

 

14：00～16：00 
三の丸庁舎 

Ｂ２０３会議室 

 

 

〈第２回専門部会〉 
・アンケート調査まとめ 

（案）の検討 

・リーフレット（案）の検討 

・第３回部会の予定確認 

６ １１ １３ 水 

 
14：00～16：00 

三の丸庁舎 
Ｂ１０４会議室 

 

 

〈第３回専門部会〉 
・リーフレット（案）の 

修正案について検討 

・アンケート調査まとめ 

（案）の修正案について 

検討 

・今年度作成報告書  

完成までの流れ確認 

７ １ １７ 金 

 

14：00～16：00 

三の丸庁舎 
Ｂ１０４会議室 

 
西庁舎９階 

教育委員会室 

〈第２回研究協議会〉 
・専門部会からの報告 

・令和６年度の計画 

（方向性について） 
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令和６ 年度第１ 回愛知県幼児教育研究協議会の概要

＜委員から の意見概要＞

〔 幼児への援助・ 支援〕

・ 子供たちは一つずつ丁寧に関われば順応し ていく 。 子供の困り 感を 捉え、 それに合わせ

て関わり を 工夫し ていけば、 友達と 共に過ごすこ と を楽し むよう になる。

・ 言葉の問題か発達の問題か判断するこ と が難し い。

・ プレ スク ールに関する取組（ 教材・ 事例等） も 紹介でき ると よい。

〔 保護者と のコ ミ ュ ニケーショ ン〕

・ 教師がイ ラ スト を 描いて保護者へ伝えているが、 正し く 伝わっ ているか把握でき ない。

・ 保護者に園での様子を 口頭で伝えるこ と ができ ないため、 通訳者が必要である。

・ 言葉が伝わら ない問題も あるが、 文化的な問題が多いよう に感じ る。

・ 文化の違いなのか、 家庭の意向なのか、 迷う こ と がある。

・ 園の考え方を押し 付けるのではなく 、 対話し ながら 理解し ても ら う こ と が必要である。

・ 外国籍の保護者の時間感覚がアバウト で、 上手く 生活を 整えら れないこ と も ある ため、

自治体と 協力し ながら 支援し ている。

・ 保護者をルーズだと 捉えるのではなく 、 文化の違いと 捉え対応し ていく 必要がある。

・ 保護者と の関わり については、 保護者側の意識で、 順応でき るかどう か決まっ てく る。

〔 学級の子供たちの育ち〕

・ 定住予定の外国人が増えている。 今後の関わり も 続く ため、 日本の子供に多文化を 伝え

る機会と するこ と が大切である。

・ 多文化の人たちと 分かり 合える材料と し て、 音楽やダンス等、 非認知的なこ と の観点が

重要である。

〔 調査内容・ リ ーフ レッ ト 等〕

・ 援助や支援をどこ まで求めるかで、 調査内容や示す事例も 変わっ てく る。

・ 外国籍等の幼児が少ない地域でも 、 ク ラ スに一人はいるよう な状況であり 、 今後増えて

いく のではないか。 一人でも いれば対応は必要になっ てく る が、 少ない地域はそのノ ウ

ハウがないため、 困難さ を乗り 越えている地域のノ ウハウを 共有でき ると よい。  

 ・ 集住化、 多言語化、 散在化のそれぞれの課題を把握すると と も に、 どのよう に子供たち

にアプローチを するのかを明ら かにでき ると よい。

・「 育ち合う 」 と いう 言葉が大き いと 感じ る。 当該幼児だけでなく 、 周り の子、 保護者も

関わっ てく ると 思う が、 言葉や文化の支援を するのか、 幼児教育全体で互いに育ち合う

支援を するのか、 整理でき ると よい。

・「 国籍が外国」「 国籍は日本だけど、 親が外国人」「 海外にいて帰国し た子」 等どこ に焦

点を当てるのか確認する必要がある。

・ 家庭での母語も 大事にし なく てはいけない。
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令和６ 年度 愛知県幼児教育研究協議会専門部会における協議の概要 
 専門部会 検討事項と し て 

１  

 

〈 第１ 回専門部会〉  

７ 月１ ０ 日（ 水）       

午後２ 時から 午後４ 時 

三の丸庁舎Ｂ ２ ０ ３ 会議室 

 

 

（ 1） 令和６ 年度協議題の報告 

（ 2） 第１ 回研究協議会の報告 

（ 3） 専門部会の役割について確認 

（ 4） 協議事項 

〇本年度実施アンケート 調査項目について 

・ よ り 現状を 把握でき る 情報やデータ が得ら れる調査項

目について検討 

〇本年度作成リ ーフ レ ッ ト 構想について 

・ 掲載内容、 構成等について検討 

２  

〈 第２ 回専門部会〉  

９ 月４ 日（ 水）  

午後２ 時から 午後４ 時 

三の丸庁舎Ｂ ２ ０ ３ 会議室 

 

 

協議事項 

〇アンケート 調査まと め（ 案） について 

・ 掲載内容（ 分析・ 考察） について 

・ 自由記述の取扱いについて 

〇リ ーフ レ ッ ト （ 案） の構成と 内容について 

・ アンケート 調査まと めと 関連し た掲載内容の検討 

・ レイ アウト 、 構成について 

３  

〈 第３ 回専門部会〉  

１ １ 月１ ３ 日（ 水）  

午後２ 時から 午後４ 時 

三の丸庁舎Ｂ １ ０ ４ 会議室 

 

協議事項 

〇リ ーフ レ ッ ト （ 案） の構成と 内容について 

・ 提案リ ーフ レッ ト （ 案） の修正点について 

・ 見やすいレ イ アウト 、 色合い、 フ ォ ント 等について 

〇アンケート 調査まと め（ 案） について 

・ 各委員より 提供の分析・ 考察についての内容検討 

・ 読みやすい表記の仕方、 文章量等について 

〇完成までの流れについて 
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本 日 の 協 議 内 容 

 

 

 

 

 

（ １ ） 令和６ 年度作成リ ーフ レ ッ ト （ 案） について   

・ 構成、 内容について 

 ・ 文字、 語句等表記の仕方について 

 

 

 

（ ２ ） 令和６ 年度作成アンケート 調査まと め（ 案） について 

  ・ 構成、 内容について 

・ 文字、 語句等表記の仕方について 

 

 

 

（ ３ ） 令和７ 年度の取り 組みについて 

 

 

 

 

（ ４ ） その他 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

 

 

＜ 協 議 題 ＞   

多 文 化 の 環 境 で 育 ち 合 う 幼 児 教 育 の 在 り 方  
～ 受 け 止 め 合 う 心 を 育 む た め の 関 わ り を 考 え る ～  
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